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　今大会初出場で決勝進出、10月に地元国体を控えるＶａｒｉｏｕｓ鹿児島のスローオ
フで試合開始。Various鹿児島7番主将の米満が先制。対する栃の葉クラブは、
Various鹿児島の攻撃ミスから6番佐川の速攻やサイド、9番川田の速攻などで４連
取して６-２とリードを奪う。Various鹿児島20番三堂が速攻やGK16番久木野のノー
マークシャットアウトなどで追いすがるが、栃の葉クラブの戻りながらのバックチェッ
クもよく機能し、試合は栃の葉クラブのペースで進む。
　残り10分で９-６と栃の葉クラブの３点リードは変わらず、Various鹿児島4番大山が
ミドルを決めると栃の葉クラブはリバウンドボールを押し込み、さらに4番伊集院の
高打点シュートなどで加点、終始主導権を握った栃の葉クラブが前半を１４-９で終
了する。

　後半１５分、前半に引き続きGK16番久木野が堅守するVarious鹿児島が６連取で
１５-１４と逆転に成功する。なおも8番藤田のミドル、11番久長のカットインで１７-１４
とリードを３点に広げる。栃の葉クラブは16分にようやく後半1点目を右サイドからね
じ込むとそこから３連取、１７-１７の同点に追いつく。
　残り10分で１９-１７とVarious鹿児島が２点リード。さらに栃の葉クラブの退場に乗
じて、Various鹿児島4番大山のミドルが決まり、２１-１７と４点差に広げる。そこから
は一進一退の攻防で３点差が続くが、9番内田の連取で締めくくったVarious鹿児島
が２５-２０で初優勝を飾った。
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